保護者　様資料１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
熊本大学教育学部附属中学校長
学校感染症・出席停止についてのお知らせ
　「学校保健安全法施行規則第19条」により定められている感染症については、他の生徒に感染のおそれがある間は、登校を見合わせていただくことになっています。出席停止の期間中は、欠席扱いにはなりません。ただし、学校へ連絡された日から“出席停止”としますので、診断を受けられたら速やかに学校へ連絡をお願いします。
また、病院で診断書をいただく必要はありません。下記の「学校感染症治ゆ報告書」の必要事項を保護者がご記入いただき、再登校開始の際に、担任または保健室（養護教諭）へ提出してください。

　【出席停止の基準は下記の通りです。】
　　□第１種の感染症・・・治癒するまで
【エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱・痘そう・南米出血熱・ペスト・マールブルグ病・ラッサ熱・急性灰白髄炎
・ジフテリア・重症急性呼吸器症候群・中東呼吸器症候群・特定鳥インフルエンザ】
    □第２種の感染症・・・それぞれ定められた出席停止期間。ただし、病状により、学校医その他の
医師において感染の恐れがないと認めたときはその限りではありません。
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【　学校感染症　治ゆ報告書　】
熊本大学教育学部附属学校長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　組　　番　　生徒氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
　　病　名 　 　　　　　　　　　　　   治療に要した期間 ：令和　　年　 月 　日～　 月　 日

　  診断（医師による診断日）　感染症診断日：令和　　年　　月　　日

　　　　　　 医療機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
※上記の通り報告します。
　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　保護者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
